
（日本サッシ協会ＨＰ『サッシ・ドアの豆知識』より引用）

その場合はメンテナンスが必要となりますのでマンション管理組合様、管理会社

様にご相談ください。

空気の出入りがあることを前提として等級を定めており、出入りする空気が０と

いう等級はありません。

すきま風が強いと感じられる場合、サッシ各部の調整が不十分であることが考え

られます。

接触部分からすきま風が発生することがあります。

すきま風を少なくするには、気密部品の接触を強くすることで対応できますが、

開閉が重くなるなどの影響が出る場合があります。

このため、すきま風を構造上完全に防ぐことはできません。

サッシの気密性能は、枠と障子の接触部分から出入りする空気の量で示します。

この空気の量が少ないほど性能がよいといえますが、日本産業規格(ＪＩＳ)では、

よくあるお問合せ

サッシを閉めているのにすきま風が入ってくるのですが？

サッシは、障子の全閉時にそのすきまを塞ぐために、枠や障子にパッキンなど

の気密部品を取り付けていますが、室内外に気圧差が生じると、気密部品の
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https://www.jsma.or.jp/useful/tabid242.html#

